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トンネル に おける自動車起源窒素酸化物の 排出実態調査
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【は じめ に 】

　窒 素 酸 化物 （NOx ＝一酸 化 窒 素（NO ）＋ 二 酸 化窒 素 （NO2 ））は 揮 発 性 有 機 化合 物 と と もに オ ゾ ン の 光化 学 生成 に 関 与す る こ と

が 知 られ て い る 。 近 年 、 主要 発 生源 で あ るデ ィ
ーゼ ル 車 か らの NOx 排 出 量 は減少 し て い る が 、　NO21NOx 排 出 量比 は 増加

し て い る こ とが 指摘されて い る
1〕。しか しなが ら、現在報告 され て い る排出係数（EF）は NOx に つ い て の み で あ り、NO と

NO2 の 区別 が な され て い な い 。そ こ で 本 研 究で は、都内に あ る 自動車専用 トン ネル で NOx （NO 、　 NO2 ）の 測定を行ない 、

実 走行 車 「珂か らの 各 排 出 係 数 の 算出 を試み た。

【測定手法】

　 調査は 片側 3車線 の 自動車専用道路 トン ネル で 2011

年 12 月 15ff か ら 20 日 に か け て 行 っ た。トン ネル 出
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入 り ・ か らそ れ ぞ れ 200 礁 入 っ た 2地 点 で NO ・ （NO ．　：・G・・

NOz ）濃度の 測定を行 っ た 。両 地点間 の 距離 は 約 930　m 　
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で あ る。調査 期間中は、送風機等 は稼働 して お らず 、

　トン ネル 内の 空 気 の 流 れ は 走行風 に よ る も の で あ っ

た。交通 量に つ い て は、トン ネル 入 口 に 設 置され た 超

音波方式 の 計測器 に よ っ て 得 られ た 台数データ（大 型

車 と普通 車の 二 区 分）を 用い た。

【結果】

　測 定期 間 中の 普 通 車 と大型 車 の 交 通 量、及 び 風 速の

時 間変化 を 図 1に 示 す。総 交 通 量 は 12！且8 （日 ）を除 く各 日

とも6万〜7万 台〆Hで、12！18（日）は 約 5万 台〆臼で あ っ た。

時間別の 総交通量に つ い て は 、午前中の 7：0 〜9：00頃に

か け て （平 目 ：約 4eOO 台1hr、休 日 ：約 2500 台 1hr）と

午後 の 16：00〜星8：00に か け て （平 日 ： 約4000 台ノhr、休 日 ：
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こ こ で 、C
． 、　 C 、n は そ れ ぞれ 出 潤 測 と入 口 側の 濃度（g！m3 ）、　 Sは トン ネ

ル 断面積（m2 ）、嘱 評 均風 速 （mfhr ）、　L（  ）は 測 定 地 点 間 距 離 で あ る 。

式｛1）で 求 め たEはNO 、　NO2 ともに 大型車交通量と明瞭な相関 が 見ら

れ た（図3）e そ こ で NOx の 排出 を大 型 車 に よ る も の と仮 定 し、近 似 直

線 の 傾 き か ら大 型 車 の 排 出係 数 （EF ；gttSkm）を 求め た と こ ろ通 常走行

時 の Efi：（NO ｝は 1．73、　 EF（NO2）はe．37、混雑 ・渋滞時の EF（NO ）は 3．32、

EF （NO2 ）は0．47 で あ っ た 。 通 常走 行 時 の EF を 1998年 に 同 じ トン ネ ル 実

施され た 調 査 の 結果 と比較 し た とこ ろ、EF （NOx ）の 減少 率は 約57％ で

あ っ た が、そ の 大 部分が EF（NO ）の 減少 に よ る もの で あ り（約 60％ ）、

EF （NO2 ）の 減少は約24％程度 と小 さか っ た。また 、　 EF（NO2 ）1EF（NOx）

比 は 1998年 の 調 査 の 結果 で は約 0」0で あ っ た が、本研究 で は 0．18と増

加傾向に あ っ た 。
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約3300 台 舘 〉が 最も多 い 時 間帯 で あ っ た 。 風 速 につ い て は、概 して 交 通 量 に 比 例 して い た が 、 交 通 量 が 多 い に も か か わ ら

ず風 速 が小 さい 時問もあ っ たtt こ れらは 混雑や渋滞 に よ っ て 交通 の 流れ．が 悪くな っ た こ とが 原因と考え られ、る 。 そ こ で 、

通 常 時 と混雑
・
渋滞時 とを 区 別 して デー

タ を扱 っ た。トン ネ ル 出 口側 の NOx 濃度（調 査 期 間 の 平均 値 ： L49　ppm ）は、入 口

側 （0．31ppm ）の 約 5倍 で あ っ た。平 日にお い て は午 前 中 か ら正 午 にか け て の 時 聞帯 と夕方に 轟い 傾向に あ り （図 2）、混雑 ・

渋 滞時 と対応 して い る こ とか ら走行条件の 違い や 車両 か らの 排出ガス の 滞留が 濃度上 昇の 原因と考 え られ「る。

　測定デ ータ を 用い て 次式 に よ り1   1あ た りの 排出量（E ：g紺
・km）を 算出 した 。
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図 3　大 型 車 交 通 量 とNO 、NO2 の 排 出 量 との 関 係
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